
読
書
の
す
ゝ
め

そ
の
６

Ｈ

５
／
２
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新
任
の
先
生
紹
介
④

４
回
に
分
け
て
新
任
の
先
生
方
か
ら
「
思
い
出
の
本
」
「
お
す
す
め
の
本
」

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
本
校
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
是

非
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
後
も
先
生
方
か
ら
の
「
お
す
す
め
本
」

に
つ
い
て
企
画
検
討
中
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

石
川

崇
斎

先
生
（
３
年

年
次
付
・
英
語
）

『
夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
』

恩
田
陸

２
０
０
５
年
「
本
屋
大
賞
」
受
賞
作
で
あ
る
恩
田
陸
さ
ん
の
「
夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」（
新

潮
文
庫
）
が
思
い
出
の
本
で
す
。

高
校
生
活
最
後
を
飾
る
イ
ベ
ン
ト
「
歩
行
祭
」
。
そ
れ
は
全
校
生
徒
が
夜
を
徹
し
て
80

キ
ロ
歩
き
通
す
と
い
う
、
北
高
の
伝
統
行
事
だ
っ
た
。
甲
田
貴
子
は
密
か
な
誓
い
を
胸

に
抱
い
て
、
歩
行
祭
に
の
ぞ
ん
だ
。
三
年
間
、
誰
に
も
言
え
な

か
っ
た
秘
密
を
清
算
す
る
た
め
に
―
―
。
学
校
生
活
の
思
い
出

や
卒
業
後
の
夢
な
ど
語
ら
い
つ
つ
、
親
友
た
ち
と
歩
き
な
が
ら

も
、
貴
子
だ
け
は
、
小
さ
な
賭
け
に
胸
を
焦
が
し
て
い
た
。
こ

の
よ
う
に
物
語
が
展
開
し
て
い
く
原
作
で
、
も
う
十
年
以
上
も

前
に
映
画
も
公
開
さ
れ
て
ま
す
が
当
時
の
多
部
未
華
子
、

石

田
卓
也
、
郭
智
博
、

西
原
亜
希
、

貫
地
谷
し
ほ
り
さ
ん
な
ど
若

手
俳
優
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
＆
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
撮

影
を
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

廣
木

奈
緒
美

先
生
（
１
年
６
組
担
任
・
地
歴
）

『
新
世
界
よ
り
』
貴
志
祐
介

「
神
栖

町
」
「
国
立
国
会
図
書
館
つ
く
ば
館
」
な
ど
茨
城
の
地
名
が
も
じ
ら
れ
た
地
名
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が
出
て
き
ま
す
。
１
０
０
０
年
後
の
日
本
で
人
類
が
「
呪
力
」
と
い
う
超
能
力
を
身
に

つ
け
て
い
ま
し
た
。
先
行
き
が
不
透
明
な
現
代
を
生
き
る
君
た
ち
に
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら

い
た
い
で
す
。

５
月
新
着
（
予
定
）
図
書
か
ら
・
・
・

『
車
い
す
弁
護
士
奮
闘
記
』
高
田
和
己
（
き
ん
ざ
い
）

昭
和

年
４
月
の
交
通
事
故
に
よ
っ
て
、
私
は
車
い
す
に
乗
る
よ
う

61

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
以
降
私
の
人
生
は
変
わ
り
ま
し
た
」

―
―

本
書
あ
と
が
き
よ
り

苦
難
を
乗
り
越
え
た
車
い
す
弁
護
士
の
奮
闘
記
。
実
は
こ
の
方
は
東

海
村
出
身
で
、
水
戸
桜
ノ
牧
高
校
の
卒
業
生
。
現
在

歳
。
浪
人
中

49

の
バ
イ
ク
事
故
で
車
い
す
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
入
院

中
に
読
ん
だ
国
家
資
格
の
雑
誌
を
き
っ
か
け
に
、
法
曹
界
を
め
ざ
し

た
の
で
す
。

４
月

日
付
の
読
売
新
聞
に
も
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
弁

20

護
士
と
し
て
難
し
い
案
件
に
、
「
依
頼
者
に
と
っ
て
は
一
生
に
１
度
の
重
大
事
。
命
を
救
っ
て
く
れ
た
医
師
、
家

族
や
友
人
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
感
謝
を
胸
に
仕
事
を
す
る
」
と
語
る
高
田
さ
ん
の
半
生
本
に
、
苦
難
に
負
け
な
い
勇

気
が
も
ら
え
そ
う
で
す
。

４月の図書館利用状況

入館利用者数 362 名と前年度よ

り 84 名少ないのですが、貸出冊

数は 83 冊で、昨年の倍以上とな

っています。１年次生も 14 冊。

３年次生は新書・問題集など｢学

習｣を意識した貸出が多くみられ

ました。


